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平成24年度新規補助金及び増額等補助金に係る評価について 
                 ２３．１２． ６ 
                 流山市補助金等審議会 
○評価点は次のとおり 

  Ａ評価 ： 補助金事業として妥当なもの 

  Ｂ評価 ： おおむね妥当であるもの 

  Ｃ評価 ： 検討を要するもの 

  Ｄ評価 ： 不認可のもの 

 

１．新規補助金 （５件）               （単位：千円） 
番号 補助金等名称 要求額 総合評価 コ  メ  ン  ト 

 54 私立保育所放射性物質除染事業補助
金 

9,450 Ａ  ホットスポットといわれている当市の放射性物質の除染は、園児の安全安心と健康
確保を図る上でも最優先に行うべきものである。 
 保護者や施設管理者にすべてを負担させることには無理があることから、私立保育
所が行う除染に要する経費への補助は妥当である。 

107 私立幼稚園放射性物質除染事業補助
金 

2,700 Ａ  ホットスポットといわれている当市の放射性物質の除染は、園児の安全安心と健康
確保を図る上でも最優先に行うべきものである。 
 保護者や施設管理者にすべてを負担させることには無理があることから、私立幼稚
園が行う除染に要する経費への補助は妥当である。 

 80 商業団体事業運営資金利子補給金 310 Ｂ  市が事業提案を行いスタートした「流山共通ポイントカード事業」の端末機設置一
時金にかかる銀行借入金に対する支援であること、また２９年度までの時限事業で
もあることからおおむね妥当と認められる。 
 しかし、当制度が定着･発展するためには、加盟店舗の拡大策など、なお一層の
工夫・検討を要望する。 
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番号 補助金等名称 要求額 総合評価 コ  メ  ン  ト 

 91 街づくり組織活動費補助金 100 Ｃ  良質で魅力的なこれからの街づくりに向け、市民参加及び協働での地域ブランドづ
くりを行うという趣旨･必要性は理解できるが、組織づくりにあたっての地域設定
やその規模、合意形成など補助事業としての具体的内容・効果が見えない。 
 また、少額補助の解消がいわれている中で新たに零細補助事業を新設することに
もなる。 
 再検討を求める。 

 97 自主防災組織防災資機材整備事業補
助金 

1,000 Ａ  地域の防災活動の促進を図り、安全な地域社会の推進に寄与するため、自治会単位
の自主防災組織に対し必要防災資機材の整備を支援するものであり、補助は妥当であ
る。 
 なお、防災資機材の整備に当たっては、通常の資機材に加えて車椅子の整備等高齢
者等に配慮した整備をされることを要望する。 
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2.増額等補助金 （１２件）              （単位：千円） 

番号 補助金等名称 24年度 
要求額 

前年度 
予算額 

対前年 
増減額 

総合 
評価 コ  メ  ン  ト 

4 地域まちづくり協議会補助金 1,000 1,000 0 Ｃ  当該補助金については、当審議会におけるこれまでの答申（平
成22年1月18日及び平成23年10月4日）において、いずれも厳しい
評価がなされたところである。この評価を要約すれば次のとおり
である。 
 「地域まちづくり事業そのものは必要な事業と考えられるが、既
存組織（自治会や社会福祉協議会など）の活動と重なっていること
から、当協議会の存在意義や役割が不明確であるので、その棲み分
けを明確にすべきである。」というものであった。 
 今回、再度、市当局からヒアリングを行い審査を行ったが、依然
として当審議会の指摘に対する回答としては不十分であるといわざ
るを得ない。 
 ヒアリングにおいて、２モデル地区の実施状況が示されたが、
通学路整備、各種講演会の開催等一定理解できるところもあるが、
自治会の会員高齢化に伴う運営のあり方、会員加入率の低下問題な
ど、既存組織との連携による支援活動といったところがまったくみ
えない。また、「まちづくり協議会規約」では、自治会、各種団体、
市民を会員としていることから、協議会は自治会等既存組織の上部
組織とみられ、二重構造の感は否めない。 
 当審議会においても、市民自治意識を醸成し、地域の諸課題を市
民が協働して解決していくという地域まちづくりの必要性は十分理
解しているところである。したがって、事業実施に当たっては、当
審議会の指摘等も踏まえ、誰もが納得し、協力し合える事業内容
となることを強く求める。 
 なお、当審議会では当該事業への補助のあり方については、この
ことを踏まえ、今後の協議会の活動実績を見た上で再度判断するこ
ととしたい。 
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番号 補助金等名称 24年度 
要求額 

前年度 
予算額 

対前年 
増減額 

総合 
評価 コ  メ  ン  ト 

8 自治会館維持管理費（大規模修繕・
冷暖房機器設置）補助金 

6,420 2,260 4,160 Ａ  地域コミュニティづくりの中心的活動を行う自治会の活動基盤で
ある自治会館の老朽化による大規模修繕等にかかる補助で、増額は
各自治会館の現状設備の劣化状況に対応したものとなっており妥
当である。 

10 防犯灯電気料金等補助金 40,275 34,050 6,225 Ａ  犯罪の未然防止等市民の安全･安心なまちづくりに寄与してい
る防犯灯の自治会負担の電気料金への補助であり、増額は電気料金
の値上げに伴うものであることから妥当である。 
 なお、電気料金節減のための努力（ＬＥＤ防犯灯への切替等）に
ついても引き続き行うことを要望する。 

29 障害者支援施設等通所交通費助成金 3,624 3,083 541 Ａ  福祉作業所等に通所する障害者に対する交通費を助成することに
より、障害者の社会参加を促進するもので、増額は利用者の増加が
見込まれることによるものであり妥当である。 

38 就労支援施設利用者負担助成金 306 282 24 Ａ  障害者自立支援法により就労支援施設利用者の原則1割負担発
生に伴う就労意欲の減退防止等を目的とした助成で、増額は利用者
の増が見込まれることによるものであり妥当である。 

55 私立保育所ＡＥＤ設置事業補助金 582 560 22 Ａ  保育児童の健康維持、子どもの安全安心等のため、私立保育所に
初期救命に効果のある自動対外式除細動器（「ＡＥＤ」）を設置す
るものであり、増額は私立保育所が新たに開園されることに伴うも
のであることから妥当である。 
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番号 補助金等名称 24年度 
要求額 

前年度 
予算額 

対前年 
増減額 

総合 
評価 コ  メ  ン  ト 

62 再生資源物回収事業奨励金 117,132 88,052 29,080 Ａ  廃棄物の減量・資源化に有効となる集団回収事業の促進を図るこ
とにより、ごみ収集経費の削減に寄与している事業である。 
 増額については、24年4月から行政回収が廃止となり、集団回収
に一元化されることによる資源量の増加に伴うものであるが、移行
後における市全体としてのゴミ回収経費が23年度とほぼ同額程度
の見込みであることから妥当である。 

78 土地改良施設維持管理費補助金 3,500 3,167 333 Ｂ  農業関連事業については、市の農業振興策全体の中での総合的な
見直しが望まれるが、堰新設及び灌漑排水施設等の維持管理は、農
地の保全、防災等市民生活の安全確保のために一定必要な事業で
ある。 
 増額は5土地改良区内における揚水施設（井戸）の老朽化に伴う
改修工事等のためのものでありおおむね妥当である。 

79 中小企業資金融資利子補給金 14,925 13,042 1,883 Ｂ  事業経営の基盤強化策等は、本来自助努力が基本であるが、当該
制度は市内中小零細企業の経営の安定及び育成･振興に寄与してい
るものである。 
 増額は現下の厳しい経済情勢の下、23年度実績をベースとした
ものでありおおむね妥当である。 

85 流山市花火大会事業補助金 6,000 5,000 1,000 Ａ  「夏の風物詩」として定着してきている当市の花火大会は、平
成24年が市制施行45周年の記念大会となることから、市内外から
これまで以上の多数の来場者が見込まれる。 
 増額はその安全確保のための警備体制の強化及び輸送体制の増
強等を図るためのものであり妥当である。 
 なお、実施に当たっては、関係団体等との連携の下、収入面での
増収策を検討するなど一層の自助努力を期待する。 
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番号 補助金等名称 24年度 
要求額 

前年度 
予算額 

対前年 
増減額 

総合 
評価 コ  メ  ン  ト 

88 流山本町・利根運河ツーリズム推進
事業補助金 

10,220 8,400 1,820 Ｂ  当該地域に点在する歴史的建造物を活用して魅力的な観光地づく
りを行い、観光振興並びに地域の一層の活性化を図るための事業
で、増額は23年度分（２店舗）の賃借料の平年度化と２４年度に
新たに対象予定建造物（２箇所）を見込んだことによる改修経費
等でありおおむね妥当である。 
 ただ、当該事業は全体計画が示されていない。今後の事業実施に
向けた全体計画の提示を求める。 

104 私立幼稚園心身障害児指導補助金 400 350 50 Ａ  心身障害児の受入を促進し、幼児教育の拡充に努めるための補助
で、増額は対象園児数の増加に伴うものであり妥当である。 

 


